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　実際，CITI Investment Research & Analysis によれば2020年までに中国が
米国に代わって世界最大の経済大国となり，さらに2050年までにインドが中国
に取って代わり世界第１位になると予測されている。2001年に Goldmansachs










つつある。３Gとは CITI Investment Research & Analysis が提起した用語で
あるが，BRICs のように特定の新興市場に限定する用語ではなく，グローバ
ル・レベルでの成長エンジンとなりうる新興市場群の総称である。
























　かつてマルサス（Thomas Robert Malthus）はその著『人口論（An Essay 

























な BtoC 市場が必要となるからである。まさしく CK Prahalad そして Stuart 
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ルは人口の巨大さだけでなく，質的にもグローバル競争力を有するポジショニ
ングにあることになる。
　例えばHarvard Business School と常に世界ランキング１位を争うWharton 
















































































不確実性の回避（Uncertainty Avoidance），３）個人主義 vs. 集団主義（Individ-


























Source:  Ghemawat, Pankaj (2001) Distance Still Matters: The Hard Reality of Global Expan-




















































































































tom of the Pyramid）層の人々は当然のこと，ボリューム・ゾーンと呼ばれる
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